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成 果 の 概 要 

データセット間の比較可能性に関しては，いままで地域的比較可能

性と領域的比較可能性を中心として数多くの研究が行われ，国際組織

および業界団体が地域的・領域的比較可能性を高めるための基準・指

針を数多く制定しました。しかし，実務の世界で広く認識されている

時間的比較可能性に関しては学術的研究が非常に少なく十分に考究さ

れたとは言えません。そこで，博士後期 1 年生のトカレイさんは日本

経営工学会 2022 年春季大会にて，“異なる機械学習モデルに対する時

間的比較可能性の影響に関する研究”という題目で研究発表を行いま

した。 
今回の発表で博士後期 1 年生として，2 点の成果を得られました。

まず、この研究に興味関心を持ってくださった研究者が結構いまして，

様々な質問や助言をいただき，今後の研究展開につながる多くの知見

が得られました。また，学会参加と研究発表を通して，日本語スキル

とプレゼンテーションスキルの向上を図る必要性を痛感し，今後の国

内外の発表に挑む上でのスキル向上の具体的な課題が明確になったこ

とです。 
この経験を活かし，今後も積極的に国内外の学会に参加していき

たいと思っております。 

 


